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授業の見直しと質的改善を図るための手立て-4 

表１「生徒の姿チェックシート」と表２「授業改善の手立て」の使い方 

 

① 新しい単元に入る前に、表１「生徒の姿チェックシート」を用いて、現在自分が指導 

している学級の生徒の様子を把握してみましょう。 

  

 

  

 

 

 

  

     

   

 

 

 

 

 

 

② 表１「生徒の姿チェックシート」の「授業改善の手立て」の欄に示されている記号・

番号（Ａ①など）を参考にしながら、表２「授業改善の手立てシート」に示されている

ような指導を行っているかを振り返り、自らの授業の課題を把握しましょう。 

   

   

  

  

 

 

  

   

 

 

 

③ 表２「授業改善の手立てシート」に示されている手立てを参考にしながら、課題を解

決するために取り入れてみたいと思う手立てを検討して、決めましょう。 

 

 

 

 

 

④ 決定した手立てを、新しい単元に取り入れて、単元を構想し、新たな授業実践を行い

ましょう。 

今回の単元では、第一次（導入）の段階

で、生徒が積極的に学ぼうとする姿があ

まり見られなかった。教材に興味が持て

ないのだろうか…。次の単元に入る前

に、改善策を考えよう。まず、生徒の姿

をチェックすると……。 

表１「生徒の姿チェックシート」では、

項目ア、イ、ウにチェックが付かなかっ

た。この生徒の実態に対して、どのよう

な授業改善の手立てが取れるだろうか？ 

表１「生徒の姿チェックシート」による

と、項目ア、イ、ウに対して、Ａ①②③④

⑤Ｃ①②の手立てが考えられるようだ。

表２「授業改善の手立て」で、具体的な内

容を見てみよう。 

Ａ④とＣ②は、今までどおりに継続していこう。Ａ⑤は、次の単元で取り入れることはできそ

うにないから、今回は見送ることにしよう。それでは、次の単元では、「Ａ④、Ｃ②」に加え

て、「Ａ①②③、Ｃ①」を新たに取り入れて授業を組み立ててみよう！ 

表２「授業改善の手立て」の中の手立ての

うち、Ａ①②③⑤、Ｃ①は今回の単元に取

り入れていなかった。つまり、これが現在

の自分の課題ということだ。 


